
山地の樹林内に生育する多年草。全体にあまりざらつかず、深緑色。匐枝は短くて目立たず、まばらな株
をつくる。有花茎は高さ20-40cmで、葉鞘は淡色、葉は扁平で幅4-10mm。胞は倒卵形で緑色、短い毛と

細脈があり、長さ7mm程度、上端に直立する長い嘴がある。

シカの採食による影響で減少している。2020年版での
新規掲載種。

シカの採食による影響の抑制が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

多可町、神河町、豊岡市、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…アオバスゲ
環境省ランク… －Carex  papillaticulmis  Ohwi


